
〈症例  Sさん  57歳  女性  緩徐進行1型糖尿病〉 

身長　155 cm
体重　62.0 kg 
BMI 　25.8 kg/m2 

●身体所見
　血圧
　神経障害有り（足のしびれを自覚　振動覚低下）
　眼底所見なし、腎症Ⅰ期、IMTやや肥厚

●現病歴
45歳　高血糖指摘　食事運動療法開始するも1年で

中断
54歳　皮膚科受診時採血　HbA1c12.3％

他医でSU剤、ピオグリタゾン処方開始
55歳　当院へ転医
57歳　2008年7月　HbA1c8.9％その時点でレベミル

6単位眠前よりインスリン治療開始
　　　抗GAD抗体陽性（125U/mL）を確認

8月　レベミル単独で治療もHbA1c12％まで
上昇したため、頻回注射療法に移行
CPR：初診時は2.4ng/mLと高値だったが経時
的に1.4→0.5と低下

134/70mmHg 


